
変革期のリーダーが学ぶことは何か

当財団の設立趣意書には「日本には、良い技術や技能があるが、事業化の壁は高く、起業する

ベンチャービジネスは少ない。我が国の持続的な成長と活性化には、起業家や事業家などの支援

に取り組む必要がある」とあります。当財団は、豊で明るい持続的な成長をする日本づくりに寄

与することを目的に、経営人財の育成に取り組んでいます。

今回のセミナーの講師である長谷川一英氏が設立した㈱E＆K Associatesは、産業界と現代ア

ートのアーティストが協力してイノベーションを生み出す「アーティスティック・インターベン

ション」を通じて、明るい未来社会を築くことを目指しています。このコンセプトをまとめた

『イノベーション創出を実現する「アート思考」の技術』を出版しています。

長谷川一英氏が取り組む、アーティスティック・インターベンションについてご講演をいただ

くとともに、講師と受講者との間での議論も十分に時間を割いて取組みたいと思います。

一般財団法人アーネスト育成財団 理事長 西河 洋一

一般財団法人アーネスト育成財団

●場所：一般財団法人アーネスト育成財団事務所内（東京都渋谷区代々木1-57-2 704号）

●日時：２０２３年７月２６日（水） 18：30～20：00 （講演60分、討議30分他）
（注）18時以降は１階のビル入り口が電子ロックされます。 03-6276-6260にお電話下さい。

技術経営人財育成セミナー（第29回）

一般財団法人アーネスト育成財団 〒151-0053 東京都渋谷区代々木1-57-2 ドルミ代々木704号 （担当 小平）

TEL：03-6276-6260 ＦＡＸ：03-6276-2424

〒151-0053 東京都渋谷区代々木1-57-2 ドルミ代々木 704号

【アクセス】 JR山手線新宿駅サザンタワー出口（JR東日本本社側）から徒歩5分

JR山手線代々木駅北口から徒歩2分

都営大江戸線新宿駅A1から徒歩3分、代々木駅A3から徒歩2分

●主 催 ：一般財団法人アーネスト育成財団

□ テーマ

長谷川 一英（はせがわ かずひで）
㈱E＆K Associates 代表、博士（薬学）

●参加費：3,000円（終了後の懇親会費用を含む）、Zoom参加者（無料）

●定員：会場参加人員最大16名（定員になり次第締め切ります）、 Zoom参加者50名

●申込方法：FAX（03-6276-2424） またはEメール（ office@eufd.org ）にて、

氏名、所属、住所、電話番号、 Eメールを明記して、お申し込み下さい。

『「アート思考」の技術』

 

Earnest 



●氏名： ●所属： 、

●住所： 、

●電話番号：( ) － ●eメール： 、

＜申し込み＞ 第２９回人財育成セミナー（7月26日）と明記の上、下記項目に記入の上、FAXまたは

eメール（ office@eufd.org）でお申し込み下さい。

●場所：一般財団法人アーネスト育成財団（東京都渋谷区代々木）●日時2023年7月26日(水）18：30～20：00

技術経営人財育成セミナー（第29回）

●講演概要

一般財団法人アーネスト育成財団

一般財団法人アーネスト育成財団

〒151-0053 東京都渋谷区代々木1-57-2

ドルミ代々木 704号

TEL：03-6276-6260 ＦＡＸ：03-6276-2424

お
申
込 FAX：（ 03 ） 6276-2424

一般財団法人アーネスト育成財団 事務所の地図

〒151-0053 東京都渋谷区代々木 1-57-2

ドルミ代々木 704 （７階）

＜アクセス＞ （１） JR 新宿駅新南口から 5 分、 （２） JR 代々木駅北口から 2 分、 （３） 大江戸線代々木駅A3 から 2 分、

（４） 大江戸線新宿駅A1 から 3 分

事務所は

ここです。
1階にファミリー

マートが入って
います

【講師略歴】長谷川 一英（はせがわ かずひで）氏

＜略歴＞

1962年生まれ

東京大学大学薬学系研究科博士課程修了

芝浦工業大学工学マネジメント研究科（MOT)修了

日本と米国の製薬企業に通算28年勤務

株式会社E&K Associates代表

青山学院大学大学院国際マネジメント研究科非常勤講師

（注）詳細は下記URLを参照してください。

https://eandk-associates.jp/

アーティストの思考がイノベーションに導いてくれるとの考えに基づき、アーテストとともにイノベーションを起こす
方法を「アーティスティック・インターベンション（Artistic Interventions）」とよんでいます。

産業界とアーティストとのコラボレーションを促し、産業界がイノベーションを創出することで、鮮やかな未来社会を
築くことができるようになります。イノベーションを起こすには、常識を覆すコンセプトを考え出すことが必要です。

現代アートは、社会に対して常識を覆す新しいコンセプトを芸術として提示しており、世界に大きな影響を与えて
います。アーティストたちは、興味をもったり違和感を感じたりした社会事象に対し徹底的にリサーチを行い、根本
から考えることで思考を飛躍させ、新しいコンセプトを創出しています。

このアーティストの視点・思考を、ビジネスパーソンが学び、「常識を覆すコンセプトを創出する思考の飛躍」、「自
発的動機による突破力」、「共感力」を身につけることをアーティスティック・インターベンションと呼びます。


